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地域環境運動の意志決定 と住民の 総意
一

岐阜県 X 町の 長良川河口堰建設反対派の 事例か ら
一

足立　重和

（愛知教育大学）

　本稿 は、岐阜県X 町 の 長良川 河 口 堰 建 設 反 対運 動 を担 う地域 住民 の 意志決定シ ス テ ム が どの よ う

なもの で あ る の か を、明 らか にす る もの で あ る 。

　近年、自然環境保護へ の 関心の 高まりか ら、環境問 題 が 噴 出す る 地域 に 様 々 な人 々 が と もに協

調 して環境 運 動 を担 っ て い る。その 際 に、当該地域 に 住 む 住民 は、そ こ に 住 まな い 人 々 と と もに

意志決定 しなが ら運動を展 開 して い く。 しか し 、 こ の よ うな場合、地域住民 固 有の 意志 決定 は、

絶 えずゆ ら い で くる 。そ こ で 本 稿 で は 、X 町 の 河口 堰建設反対派 を対象に した フ ィ
ール ドワ

ークか

ら、そ こ に住 む住民が 意志 決定 の ゆ ら ぎを修復 し、よ り明確 な意志決定を可 能 に した事例 を考察

す る。

　そ の 意志決定 シス テ ム は、町の なか で 「町衆」と呼ば れ る 人物た ちと、若手 の 実行委員た ち と

の や りと りに よ っ で 匣常的に意志決定を可 能 にす る 。 そ の 際、両者 は地元住民 との 「近接」に よ っ

て 知 り得 た 「住民 の 総意」 に基 づ い て提 案 ・再 提案 を繰 り返す。そ して 、両者の や りと りの 密度

は、意志決定以 後 の 運動成員 にふ りか か る 生 活へ の イ ンパ ク トの 度合い に よ っ て 決まる c こ の よ

うな 意志決定 シ ス テ ム を、本 稿 で は 「町 衆 シ ス テ ム 」と呼ぶ 。

　 「町衆 シ ス テ ム 」は、　
一
見す る と一般 に 「根回 し」的な意志決定だ と受け取 られ や す い が、実

は そ うで は な い
。 なぜ な ら、こ の シ ス テ ム は、若手と 「町衆 」 だ けで 閉鎖 されたもの で は な く、

地元 住民 との 「近接」 を通 じて 地域社会に 開 か れ て い るか らで ある。そ こ に は 、直接民主 制 を反

映 した意志決定 とは 異な っ た、地域社会に 固有の 合理性がある 。
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f．本稿の 目的 と分析視 角

IA ，本稿の 目的

　近年の エ コ ロ ジ
ー ・ブーム は 、開発行為が行わ れ て い る当該地域で 生活しない 人 々 が 「開発反

対」 を唱えて 運動するとい う現象を うみ だ して い る 。 そ こ で は 、 運動の 目的を共有 しなが ら も、

当該地域 に住む人 々 とそ うで ない 人 々 と い う生活の 論理を異にする人々 が出会うの である。この

ような地域 に おけ る環境運動の 場合 、 両者は と もに相互作用 をしなが ら意志決定 を遂行する 。 本

稿で と りあげる長良川河口堰建設問題 の 事例に お い て も、長良川流域各地の 地域住民は、都市部

に住むア ウ ト ドア ・ラ イタ
ー

の異議申 し立て をきっ かけに 、 当該地域 に住 まな い 人々 と相互作用

しなが ら反対運動 を展開して い る。こ れに よっ て現在、長良川河口堰建設 問題 は 「河 川環境問題

の 象徴」 として の 位置 を占め る に 至 っ た。

　ただ し、こ の よ うな状況 の もとで 、河口堰建設反対運動を担 う地域住民 の 意志決定は 、 当該地

域以外の 人 々 との相互作用に よ っ て絶えずゆ らぐとい う状態が続 い て い る “ 〕
。 と こ ろ が 、筆者
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が今ま で調査 ・研究 して きた岐阜県X 町の 河口堰建設反対運動 を担 う地域住民 は、後で ふ れる よ

うに、当該地域に住 まな い 人 々 との あ い だで運動の分裂を経験 し 、
い っ たんは意志決定 に ゆ らぎ

が見られ た に もかかわ らず、そ の後す ぐさまそ の ゆ らぎを修復 し、より明確な意志決定を可能に

した 。 こ うした意志決定の ゆ らぎを修復す る力に 基 づ きなが ら、彼 らは、外部の運動 の 成員たち

との相互作用 を展開 し、独自の 河冂堰建設反対運動 を展 開 して きた。

　こ の ような意志 決定の ゆ らぎを修復 し、新たな意志決定 を可 能に させ る力とは 、
一
体ど こ か ら

くる もの な の だ ろ うか、こ の 問 い に対 して 、 筆者は河口堰建設反対運動を担 う地域住民内部の意

志決定 の シ ス テ ム にその 答えを求め て み た い
。

つ まり、本稿の 目的は 、岐阜県X 町 の 河 口堰建設

反対運動を担う地域住民の意志決定シス テ ム が どの ような もの である の かを 、 主 要な運動の成員

に対す る聞 き取 り調査か ら明 らかにする こ とにある 。

1．2，研究史 と分析視角

　そ こ で まず、今 まで 環境運動内部の 意志決定が どの ように議論され て きた の か をお さえ て お き

たい
。 先行研究に お い て、環境運動の 意志決定は、おおまかに二 つ の研究史的な流れか ら捉えら

れ て きた 。

　 まず
一

つ めは、運動の成員個 々 人が 自由で、自律的であ り （ある い は、自由 ・自律的で ある こ

とが成員相互 に認 め られ て お り）、そ うした個人が平等に意志決定権を保持 して お り、討議に基

づ い て 運動全体の 意志決定に到達する とい う直接民主制を反映 した意志決定の 捉え方で ある （佐

藤，1983；森，1989：91−971高田，1985：188−190；高 田，1990；223；渡辺 ，
r990 ：262＞ 。 もう

一
つ は、環

境運動を とりまく地域社会の 共同性 ・規範 ・伝統 ・慣習か ら正 当性を得た （あ る い は 、 そ れ らの

生成過程か ら正 当性を得て い く）意志決定の 捉え方がある 。 例 えば 、 鶴見和子の 内発的発展論

（鶴見，1996）や池田寛二 の 水利慣行研究 （池田，1986）、モ ラル ・エ コ ノ ミ
ー論 （池田，1987；

1988）、三浦耕吉郎 の 規範化作用論 （三浦，1995）をあげ る こ とが で きる 。 本稿は どちらか とい

えば後者の 研究史に位置づ ける こ とが で きる。以下 で は池田 の モ ラ ル ・エ コ ノ ミー論 と三浦 の 規

範化作用 論をとりあ げ て お こ う。

　池田寛二 は、わが 国の 農業 と農村の 危機的状況に対 して 、　「農業従事者自身お よび農村居住者

自身が現実 に直面 して い る状況を どの ように認識 し、い か な る正当化の論理 に拠 りなが ら意思決

定を行 っ て そ れ に対応 し よ うと して い る か」　（池田，1988：176）と い う視座が必要で ある と指摘

する 。 池田 に よ れ ば、モ ラル ・エ コ ノ ミ
ー

とは
一
言で 「生存の ため の経済」　（池田 ，

1988：178）

で あ る とい う。 ただ 、こ の 人 々 の 「生存の ため の経済」は、　「決 して
・一
定不変で はな く 『歴史

的 ・文化的に決定され て い る』」　（池田，1988；179） とい う条件が つ く。 そして 、彼は 、E，　P．ト

ム ス ン や J．C．ス コ ッ トの議論 に依拠 しなが ら、モ ラ ル ・
エ コ ノ ミ

ー
と して識別で きる四 つ の 点

をあげる 。

　それ らとは、（1）生存の ため に機能する場ない し枠組が地域社会で あ る こ と、（2）そ の よ うな地

域的枠組 の なかで 生存の ため の経済を媒介する 互 酬性の 規範がある こ と
、 （3）モ ラ ル ・エ コ ノ ミ

ー

の 物質的基盤 と し て共有財が あげ ら れ る こ と
、 （4）モ ラ ル ・エ コ ノ ミーの文化的基盤が伝統 もし

くは慣習で ある こ と 、 の 四つ で ある （池田 ，
1988 ；181−187）。
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　 こ の ように整理 したうえで 、池田は 「要する に、モ ラ ル ・エ コ ノ ミーは、単に抵抗の 論理 を説

明する もの とは限らず、あ らゆ る変化に直面 した場合 に、それ に対応するため に 人 々 が過去の 経

験 の なかか ら選 び取る行為の 作法 と論理 を意味 して い る の で あり、多くの人々 は一特に 、農民は

一地域、と りわけ 「むら」　 （＝部落〕を行為の 拠点ない し枠組 として選び取る傾向があ る」　（池

田，1988：195）と述 べ る。本稿の 議論に ひ きつ けるな らば、上述 した こ とは、地域社会に お い て

「地域社会 （部落＝ 「む ら」）の合意を優先 させ る規範」が 「基本的に機能 して」　 （池田，1988：

195）お り、様々 な開発 ・環境問題 にお い て 「部落に意思決定権が与えられ て い る こ と」　（池田，

1988：195）を意味 して い る 。

　また、三浦耕吉郎は、奈良県の 「迷惑施設」建設反対運動 の 分裂 の 事例か ら、反対運動 を担う

住 民の 意志決定に影響を及 ぼす規範化作用 を見 い だ した 。 三 浦は、規範化を次の 二 つ の水準に区

分する 。　 つ は 「規範化作用」　（三浦，1995：471）ある い は 「外か らの 規範化作用」　（三浦，1995：

475） と呼ばれ るもの で あり、そ れ は地域住民の 「生活の 場で 多義的な方向性をは らみ つ つ 表出

された行為や言説が 、 あ る方向へ と水路 づ け られて 限定され た ロ ジ ッ クの もとに統合 されて い く

現象」　（三浦，1995：471）の こ とを指す 。

　具体的に例 をだせ ば、運動 を切 り崩 して い く国家などの 外部権力や地域住民 の 知識体系に は存

在しなか っ た科学的言説などがそれ にあた る。もう
一

つ は、　 「外部社会や 自然条件との複雑な関

係性の なか で 当該集団の 生理 に 自発 す る としか い い ようの ない 多義的 で 混沌 とした力」　（三 浦，

1995 ：471 ）で ある 。 こ の 力を三浦は 「規範化の力」　（三浦，1995 ：471）あ る い は 「内か らの 規 範

化」　（三浦，1995：475）と呼ぶ 。例 をあげる とすれ ば、従来か ら素朴に ム ラ 規範などと呼ばれ て

きた もの に 相当す る 。

　 こ の ように二 つ の 規範化の 水準を設定 した うえで、規範化作用 （外か らの 規範化作用）と規範

化の 力 （内からの 規範化）が相補な い し対抗する と三浦は議論する 。 で は、それ らは どの ように

相補／対抗す るの か 。 三浦の 議論 をまとめ ると次 の ようになる 。 当該住民が当該地域 の 開発 ・環

境問題 に対 して何 らか の 反対運動を行 うとき、まず 「ロ ジ ッ ク以前の 共同性の創出にかかわ る多

義的な規範化 の 力」　 （三浦，1995：478）が生 成 して くる 。 しか し、そ の 力は、規範化作用の 影響

に よっ て 、とき に は住民の方か ら条件闘争化 して 外部権力に擦 り寄 っ た り、逆 に住民 が洗練 され

た運動の 戦略を発見 して よ り巧妙に抵抗 を繰 りひ ろ げた りして 、や が て住民た ちに 〈こ の や りか

た し か な い 〉 と思わ せ る よ うに な っ て 彼 らを 「ゆ る や か に縛 りは じめ る」　（三浦，1995：476 ） 。

こ の ような規範化 の 力と規範化作用 との 相補／対抗関係が住民の 意志決定や環境表象を可能に さ

せ る の だ と三浦は議論 した 。

　本稿の議論 も池出や三浦らの先行研 究に多くを負 っ て い る 。 けれ ども、こ れ らの先行研究は 、

観察可能 な当該住民の様々 な行為や 実践か ら意志 決定を捉 えて きた にもかかわ らず、地域社会に

存在する 「規範」や 「力」に縛られ て 、ある い は、　「規範」や 「力」 を選び取 っ て意志決定に至

る とい うとこ ろ で 最終的な説明を終えて い る 。 で は、そ の 「規範」ある い は 「力」から意志決定

へ と至るあい だ に、どの ような意志決定をめ ぐる人 々 の 意識 と実践の パ タ
ー

ンが 介在 して い た の

で あろ うか 。

　こ こ で い う意志 決定をめ ぐる意識 と実践の パ ター
ン を本稿で は 「意志決定 シス テ ム」 と してお
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こ う。 もう少し厳密に言 うならば、 「意志決定シ ス テ ム」とは、 「（地域社会の 合意 を優先 させ

る ような〉地域規範 に拘束を受けなが ら、様 々 な意志決定を提案する部分と、提案 された様々 な

意志決定が シ ス テ ム 外部か らどの ように見 られ るの か を考慮して 調整する部分 との 相互作用 パ

ター
ン」

122

で ある と定義で きる。とすれ ば、こ の 「意志決定シ ス テ ム 」の 研究が 先行研究で は

や や 不明確で あ っ た の で は ない だ ろ うか 。 そ こ で 以下で は、 「意志決定 シ ス テ ム 」 とい う分析視

角に基づ い て、意志決定をめ ぐる入 々 の 実践 に着 目 しなが ら、X町 の事例 を見て い こ う。

2．×町 に お け る長良川河口 堰建設反対派の 概略

　岐阜県X 町 は、長良川河口 か らお よそ 100キ ロ 上流 の 地点に ある。 こ の 町 は、マ ス メ デ ィ ア な

どを通 じて 「清流長良川」を象徴する 町 として近年全国的に も有名にな っ た。町の 入口は約 1万

8000 人 で 、なか で も町 の ほ ぼ 中心 に位置す る 旧X 町 （＝ 現X 町市街地）の 人 口 は約1万 人 で あ る 。

こ の 町 で の 河 口堰建設 反対運動 の 盛 り上 りは 1988年に 遡 る
・13 〕

。 1988年 「長良川 を守る 会」　（仮

名 、 以下 「守る 会」 と略す）発足に よ っ て 河口堰建設反対運動が本格的に始動する こ と に な っ た

t，110

　 こ の 町の 住民は、幼 い 頃か ら川 に慣れ親 しん で お り、川へ の 関心の 中心は釣 りで あ っ た 。 だ

が 、河口堰建設 によ っ て天然魚が減少 し、長良川 の 水質悪化に拍車がかか るとい う懸念が人 々 の

なか にあ っ た 。 その と き、ア ウ トドア ・ラ イタ
ー

で 、全国的な河口堰建設反対運動の 火付け役 と

な っ たR氏が地元 （＝旧X 町）の 人 々 に反対運動の 組織化 を呼びか けた 。 そ こ で 、地元 の 有志 た

ちが 「守る会」を創設 し、活動の 拠 点を地元 にお い た 。

　当初 「守る会」には会長職が なく、事務局長の み があ っ た。初期におい て こ の 会の 内部にある

イ ン フ ォ
ーマ ル な グ ル ープは、フ ィ ッ シ ン グ ・ク ラ ブ の 仲間と、地元 で 「釣 り名人」 と呼ばれ る

A 氏 の 家族が経営する ス ナ ッ クの 常連 の 二 つ だ っ た 。 特 に、フ ィ ッ シ ン グ ・ク ラ ブ の メ ン バ ー
の

方は イベ ン ト志向で あ り、 初代事務局長時代 の 「守る会」の 中心的活動は 、 様々 な イベ ン ト （シ

ン ポ ジ ウ ム や講演会など）を企画
・実行する こ とで あ っ た 。 しか し、当時の R 氏が全国的な運動

の 戦略と して長良川流 域 の 「釣 り名人」を前面 に押 し出 したため に、A 氏派がやが て 会の 中心 メ

ン バ ーに なっ て い く。 後 に、B氏が 2代 目の 事務局長に就任する 。

　こ こ で簡単に B氏 の 個人史を紹介しよう。 彼は小学生 の 頃 まで こ の 町 にい た の だが 、父 の 転勤

を きっ かけに転出する 。 その 後、彼は関西の 大学に在籍 した 。 卒業後、書籍販売の 仕事に就 き、

関西 の 小 ・中学校を回 りなが ら、現場の 教師た ちと環境 ・教育問題 に つ い て学習す る 。 1987年に

再 び旧X 町に帰 っ て きた 。 し か し、彼は仕事の都合上事務局 を辞め ざる をえなくなる 。 と こ ろ

が 、会 の 成員た ちが彼 の 発言や行動をか っ て 会長 に推挙 し、 彼 もこ れ をうけて 会長に就任する 。

こ こ で 初め て 会長職が で きる 。

　全国的な反対運動 におけ る 「守る会」の 注目すべ き点は、そ の 活動内容にあ る 。 主なもの をあ

げる と 、 1990年 、 こ の会は 「漁協補償金拒否署名」活動 を実施す る 。 こ の活動は、水資源開発公

団からの 漁業補償に対 して 、X 町が属する漁業協同組合の 有志だけで も補償金 の 受け取 りを拒否

して 「河口堰建設反対」の 意志表示を しようとい うもの で あ っ た 。 また 1991年、会は 「長良川河
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口 堰建設の
一．一

時中止 を求める決議を要請する請願」 とその 「請願」に賛同するX 町有権者過半数

の 署名をX 町議会に提出する 。

　こ の 活動 に際 し、　 「守る会」が 中心 とな っ て 他の 地元の 河口堰建設反対運動と連携 をと り、長

良川流域 の 市町村で 唯一有権者過半数の 署名をと っ た。こ の とき、河口堰建設反対運動に賛同す

る 某有名俳優 も 「人寄せ パ ン ダ」 として こ の活動 に協力 し た （結局こ の 請願は 1991年6月28日の

X 町議会に お い て不採択 に な っ た） 。
こ れ らの 活動に よっ て 会の 存在は マ ス メ デ ィア に大 きくと

りあげ られ、河口堰建設反対の 象徴 的運動 と して の位置を獲得 して い っ た 。

　ただ 、 この 会は 、
マ ス メ デ ィア に うける目立 つ 活動ばか りをして い るわけで はな く、 X 町の 町

民 に向か っ て 「河 冂堰建設 反対」の 立場 を理解 して もらうために地域奉仕的な活動 も行 っ て い

る 。 例えば、ほぼ月
一

回ペ
ー

ス で 地元付近 の長良川本 ・支流 を清掃する 「川そ うじ」や、河 口堰

建設に よ っ て長良川が どの程度汚染され て い るかを知るため に 「魚の観察会」を実施 して い る 。

　この ような 「守る会」の活躍に対 して 、全国各地の河口堰建設反対運動の 関係者は、R 氏の意

向 と地元 （旧X町）の 活動が非常 に うまく噛み合 っ て い る と評価 した ｛5 ）。また彼 らは、両者が

うまく噛み 合 うた め に は 、R 氏と地元旧X 町や 隣接する 町村に住む 15名ほ どの実行委員たち との

結束が あ っ た にちが い な い と見 て い た。

3．「守 る会」分裂の 事実経過 と選挙賛成派の主張

　 しか し 、 こ の 運動は先程述べ た段階で は止 まらなか っ た 。 R氏や B氏は 、 1993年 12月に行わ れ

る 町長選挙に出馬する 計画をもっ て い た 。 とこ ろが 、地元 （旧X 町）に住む他の実行委員た ちか

らの 強 い 反発 に あう。 そ して 、 「守る会」は分裂する 。

　こ こ で 「守る会」分裂 の 事実経過 に つ い て ふ れ て お こ うc 分裂ぱな しは 1993年2月頃に遡る。

かね て か ら全 国の反対運動に と っ て 「河口堰建設反対」を表明す る 手段の
一

つ として X 町長選を

位置づ け て い た R氏 は、1993年2月27 日の 東京で の イベ ン トで B 氏に町長選 出馬を要請 した 。 それ

を受けて 、B 氏は、若手の 実行委員た ちが集まる実行委員会に て 会全体の 方針 として 町長選挙 に

どの ように かか わるか を議題 に した 。 B氏の 語 りによれば、こ の議題 をもちだした当初、会が町

長選挙に かかわ る ときに は地元町内に住む信頼の おける他の 人物 を擁立 しようと考え て い た 。 と

こ ろが、適当な人材が い なか っ たため、彼自身が選挙 にうっ て 出る 決意 を固 め て い っ た とい う。

　その
一

方で 、実行委員会の 方は、2月の R氏の 出馬要請か ら新年度の 定期総会まで （3月 18日一4

月28日）計4回開かれたが 、出馬 をめ ぐっ て賛否両論が入 り乱れ、結局結論は出なか っ た 。 4月29

日、一年に
一

度開かれ る 「守る会」の 定期総会の 席で、B氏は、1993年度の 活動計画に 「X 町長

選挙を我 々 の 政 治参加の 第
一

歩とする」と提案する。こ の提案は 、地元に住む実行委員たち に反

対 され た が 、 「選挙戦 を積極的に取組む」に修正 され た うえで 出席者全員の 了承を得 る に至 っ

た 。

　しか し 、 その後もこ の 問題 で実行委員た ちの あい だで もめ る こ とに なる 。

一
向に会 と して の 結

論が出ない
。 そこ で 、5月4日 の 5回目 の実行委員会にお い て、次回 の 実行委員会で 多数決に よ っ

て結論を出す こ とをみなで 了承する 。 5月11日の 6回目の 実行委員会にお い て 、 出席した 13人 の実
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行委員た ちで 多数決をと る 。 結果は、一票差で 選挙賛成に傾い た。しか し、そ の 後、地元 に住む

選挙反対派が多数決 に際 し 「不正があ っ た1 と して 結果の 無効を訴え 、 選挙賛成派と反対派の あ

い だで 再び もめ る 。 こ の よ うな状況の なかで 、B氏は 、選挙に賛成する実行委員たちとともに、

「守る会」 を脱退 し、 別組織をつ くっ た （1993年6月1日） 。 こ こ に 「守る会」は分裂 した の で あ

る 〔6 〕
。

　
一

連の 分裂の事実経過 をみ ると、B 氏は、会全体の方針と して選挙に賛成する こ とを前提 に事

を運ん で い た とい える。で は、B氏 を中心 とする選挙賛成派は、なぜ運動の 優先目標を町長選挙

へ の 出馬 ・当選に お い た の か 。

　まず彼 らに選挙賛成 の 立場 をと らせ た もの は 、 先に もふ れたX 町議会へ の 「請願」 とX 町有権

者過半数署名の 存在で ある 。 特に彼 らは、過半数署名をと っ た に もかか わ らず、X 町議会がそ れ

を無視 した の で、町政 へ の 信頼 を完全 に失 っ て い た 。 そ こ で 、 自分た ちが有権者の過半数署名を

背景に して 町長選挙 を戦い 、B氏 を町長に就任 させ れば開発 を追認する行政 を 「上 か ら」変えら

れる の で はない か と考える 。 また 、 彼 らの 社会的属性を見る と、ほ とん どが 旧X 町以外の 出身で

あ り （X 町出身で あっ て もい っ た ん こ の土地 を離れた帰郷者）、年齢 も40歳代前半 に集中 して い

る 。 彼らの 職業は、会社員、 トラ ッ ク運転手、自営業、文筆業と様々 で ある 。 どちらか とい え

ば、彼 らは、い わ ゆ る 「ぐる み 選挙」と呼ばれ る地域 の 「しが らみ」か ら比較的自由に 町長選挙

を戦 える生活条件に あ っ た 。

　そ こ で 選挙賛成派は 、河口堰建設反対運動を担うなか で 「選挙に出 るの は当然 の 帰結で ある」

と考える よ うになる 。 例 えば 、B氏 によれ ば 、選挙賛成 派の 運動理念とは意志疎通 に よる グ ル ー

プ の 形成→他の 人々 の 啓蒙→ 陳情 ・署名とい っ た意志表示→ 政策決定へ の 参加 とい っ た発展的プ

ロ セ ス である とい う。 こ の 理念を実践 した運動は 、 まさに環境運動における先進的な モ デ ル ・

ケ
ー

ス で あるか もしれ な い 。

　だが、こ の ような運動理念は 「署名と町長選 とは別」と考える地元に住む実行委員たちに受け

入れ られ なか っ た 。 なぜ受け入れ られ なか っ た の か 。 こ こ で 選挙反対派の 社会的属性を見る と、

彼らは、選挙賛成派 と年齢構成は ほぼ 同 じで あるが、ほ とん どが旧X 町 出身で あ り、職業 も個人

経営 の 商店が多い
。 それ に つ い て B氏は、彼 らが 「ム ラ の 閉鎖性1　「田舎の古 い しが ら み」に 配

慮 して い る の だ と分析する （足立 ，
1995b ：80−81）。具体的にい えば、彼らは町長選挙に絡ん で 親

戚縁者や 商売上 の つ きあ い に配慮 しすぎて い る の だ と語 っ た 。

　と こ ろが筆者が聞き取 りを重ね るにつ れ て 、選挙賛成派の 人 々 は 、 先程の 分析 と同時に 、 選挙

に反対 して い る人 々 が 会の 「代表世話人」で 、町の なか で は 「町衆」　「長老」 と呼ばれて い るA

氏 に操 られ て い る か ら反対する の だ と説明する 。 つ まり、フ ォ
ー

マ ル な会長以外 に力の ある有力

者が存在 してい る とい うの である 。 選挙賛成派 、 特にB氏に して みれば、こ あような有力者の 存

在は、本来 「平等」で あるべ き会の あ り方や会の成員の 「意志」を無効 にする。その代わ りに、
一

部の地域有力者の意向だけが会の 意志決定に反映される とい う 「おか しな」現象が起こ っ て い

る と主張す る 。
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4．「守る会」の意志決定 シス テム と 「住民 の総意」

4，1，「町衆」の権威 ？

　こ こ で 注目すべ きこ とは、 「守る会」には発足当初 か ら会長職以外に 「世話人」とい う役職が

ある点である。世話人 は全部で 6名お り、　「守 る会」の なか に 「世話人会」 とい う組織が設け ら

れ て い る 。 特 に 「代表世話人」は世話人 たちを代表する役職にある。先の有力者 とは こ の代表世

話人 で あ るA 氏 （商店主 ・80歳代前半）の こ とを指 して い る 。 彼は、町の なか で腕の い い 釣 り師

と して 尊敬 さ れ 、また 「町衆」あ る い は 「長老」な どと呼ばれ、・
月 置かれ る存在で ある 〔7 

確か に 、 選挙反対派の 人 々 は、こ の 「町衆」に 「お伺 い をたて な い と後が うるさい 」 と言 うよう

に、会の意志決定の 際に は彼 に相談 をもちかけなければな らな い と い う意識 をもっ て い る 。

　
一

方 「町衆」 と呼ばれるA 氏本人 も 、 運動全般 の 意志決定を遂行する にあた っ て 、正式な会長

以外に世話人 とい っ た 「ボス 的存在」　（A氏 自身の 表現 に よる〉が必要不可欠であ り、こ の よう

な存在が正式 な会長以上 に権威を保持 して い なけれ ばな らない の だと主張する 。 なぜ こ の よ うな

正 式な会長 と 「ボ ス 的存在」 とい う二 つ の 主体が運動の 意志決定に お い て 必 要な の か 。 なぜ な

ら、A 氏に よれば、正 式な会長
一
人 で は必ず失言

・失策が うまれ る の で 、複数の 「ボ ス 的存在」

が 会長の側に付 い て あ らゆ る 可能性を考慮したうえで 意志決定すべ きだか らで ある とい う （足立，

1995a；209−210）　。

　こ の 語 りか らA 氏自身も旧X 町 で の 自ら の 権威を 自覚 して い る の がわか る
。

こ こ に至 っ て 賛成

派は 、　「守る会」 とい う本来的に 自由で平等な成員による自発的な集まりが世話人たちを頂点と

した地域の 権力構造によ っ て 崩 され、会の 成員の 「意志」が無視 されて い る と主張する 。

4、2，意志決定の 手続 き と して の 町衆シ ス テ ム

　こ こ まで を社会学的にみ れば、こ の 会の 意志決定に は、確か に 「町衆」制 と い うべ きヒ エ ラ ル

ヒー的な地域 の権力構造が影響 して い る とい えるか もしれな い
。 が、しか し、A 氏 とともに ある

若手の 選挙反対派は、 「町衆」制が ヒ エ ラ ル ヒ
ー

的な地域 の権力構造 を意味する もの で は ない と

反論する 。 どうい うことか。選挙反対派に してみれば、自分た ち実行委員が今まで 会を運営 して

きた とい う自負がある。彼 らが企画をた て、細 々 した作業を して い る の に、それ をた まに しか来

な い 世話人 の 意向にすべ て 沿 うわ けで は ない 。若手の 実行委員た ちは、運動の 意志 決定にかか わ

る世話人 の様 々な意向を取捨選択 して お り、時に 自分 たちが 「お もしろ い 」と思うもの を採用す

る の だ とい う。

　また、町長選挙に つ い て 若手の 実行委員たちが A氏 にお伺 い をた て た か ら とい っ て 、直ち に会

の権威が彼 に
一

極集中して い る と結論づ けるわ けに は い か ない
。 なぜ なら 、 若手の 実行委員た ち

は、今回 の 選 挙出馬につ い て複数の 世話人 （例えば 、 か つ て革新系町議員だ っ た世話人な ど）に

もお伺 い をた て て い る 。 そ の 際、どの世話人に相談す るかとい う彼 らの選択基準は 、 （1）その事

柄 に つ い て 「専門家」である こ と、（2）河口堰反対運動に 「熱心」で ある こ と、の 二 点で ある 。

こ れ ら二 つ の うち どちらかが満 たされれ ば、若手の 実行委員た ちはそ の 世話人 にお伺 い をたて に

行 く。 今回の 選挙の 件で はA 氏が （1）と （2）の 基準 とも満た して い た の で 目立 っ て しま っ たが、

別 の 事柄で は他の 世話人 に お伺い をた て る こ ともある 。
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　で は 「会員の 意志」を無視 して い る とい う選挙賛成派の 主張につ い て は どうか 、 こ れ につ い て

選挙反対派は 、選 挙賛成 派が tttうように 「会員の意志」 を無視 して い るわ けで はな い と主張す

る 。 彼 らは、自分たちこ そが河口堰反対運動を担 っ て い な い X 町 に住む 「住民 の 総意」を背景に

した 「会員の 意志 を反映」 して お り、選挙賛成派 こ そ が 「住民 の 総意」や 「会員の 意志」 を無視

して い る と反論する 。 どうい うこ とか。

　 「守る 会」の 意志決定に か ん して 、まず若手の 実行委員たちから、何らか の提案が 「町衆」に

な される。　「町衆」は 、 それが 「住民の 総意を反映」 して い ればそれ を承認するが 、 そうで なけ

れば 「○○ と思 うんだが、おまえた ちはどうか」 とい う具合に再度若手に再提案する 。 それ を受

けて、また若手も 「住民の 総 意」を参照 しなが ら新た な代替案を出 して くる 。 こ の 「町衆」
一

若

手の や りと りの なか で 「会員の 意志」や 「住民の 総意」 を 「反映 した」意志決定が形成されて い

く
18 ）。こ の よ うな意志決定シ ス テ ム を本稿では 「町衆 シス テ ム」 と呼んでお こ う ［9 ）

。

　こ こ で 「意志決定 シ ス テ ム」 と言 う場合、若手は様 々 な意志決定を提案する部分を、一方の

「町衆」は若手か ら提案され た もの を外部か らの 視線 に照 らして 調整する 部分 を主に担 っ て い

る 。 だが 、問題 なの は 、 「町衆」や若手た ち の それぞれが提案
一

再提案を行う際に参照する 「住

民の総意」 をどの ように して 把握する の か とい う点で ある 。 彼ら に よ れ ば、それ は運動 の 成員を

も含めた運動を担 っ て い な い 旧X 町 の 住民 との 「近接」　（＝顔 をつ きあわせ るこ との積み重ね）

で ある と い う （足立，1995b：82） 。 具体的に い えば、彼 らは、身近な地元住民 との 談笑の なか で

自分たちの 運動の 方向性 を語 り、それ につ い て意見を聞 くこ とが で きる。こ の よ うなや り方 で 複

数の 地元の 人 々 と近接す る こ とによ っ て 、彼 らは 「住民の総意」 を推 し量る の だ 。

　 こ こ で推 し量 られた 「住民 の 総意」 は社会学研究者 に と っ て本当に 総 意な の か どうか疑わ し

い
。 だけれ ども、　「町衆」や 若手か らすれば、　「近接」に よ る 「住民の 総意」の把握の しか た が

唯
一

の 方法で あ り、 また彼 ら自身も こ れ で 「住民 の 総意が わ かる」 と 述べ る 。
こ の よ うに把握 し

た 「住民g）総意」 を 「町衆」 と若手の お の お の が参照しなが ら、彼 らは、若手ある い は 「町衆」

とい っ た相手 との や りとりの なかか ら会の 意志決定を遂行す る。

　 こ の ように 、 「町衆シ ス テ ム 」は 、ヒ エ ラル ヒー的な権力構造と して の 意味合い よ りも、意志

決 定の 手続 きとして の 意味合 い の 方 が強 い の であ る。そ して、こ の 手続 きを無視する こ とは 、

「会員の 意志」だけで な く 「住民の総意」を も無視する こ とを意味する 。 再度繰 り返すが、こ こ

で い う 「住民 の 総意1 は、本当に総意 なの か どうかはわか らな い
。 しか し、彼 らが こ の 手続きを

踏む こ とに よっ て 「総意に至る」 とい う意識をもっ て い る の は確か で ある 。
つ まり、その ように

彼 らが意識 した り・実践 した りすれば、彼らに と っ て それは 「総意」に なる の だ 、 彼 ら に して み

れば、こ れ を無視 して 町長選 に 出馬 しようとす るR 氏とB 氏の 行動は そ の 決定が あま りに も性急

す ぎる の で ある 。

一方の R氏 とB氏 にしてみれば 、 地元の 選挙反対派 の 意志決定は、 「ゆ っ くり」

と して い る 。 河口堰建設反対運動に と っ て 、絶好の 機会に何 をもた つ い て い る の か、と。 しか

し、選挙反対派 の 方に して みれば、こ の話題が持 ちあが っ た当初か ら 「じっ くり」考えたか っ た

の だ とい う。

　例 えば、1993年4月の定期総会の ときに 会の事業計画 として決定 した 「選挙戦 を積極的に取組

む」とい う文言に つ い て 、選挙賛成派は こ の 文言 をもっ て会全体 の 方針 として 「選挙賛成」の根
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拠 としたの だが 、選挙反対派は 「どう考えれば い い の かな」 とい う程度であ っ た とい う。 こ こ に

は、選挙反対派内部で 選挙に参戦す る か どうか で ゆ れなが らも、　「町衆シ ス テ ム 」に基づ い て結

論を急がずに文字どお り 「じっ くり考える」とい う意図が読み とれ る。　「じっ くり考える」とい

うの は、選挙が成員個 々 人の その後の生活に大 きなイ ン パ ク トを与えるがゆえに、 「町衆」一若

手間で 「総意」に基づ きなが ら意志決定をくだ した い （鍛 えたい ）とい う意識 の 現 われである 。

　で は 、　 「守る会」が分裂する以前の意志決定は どの ようなもの だ っ た の か 。 実は 「補償金拒否

署名」や 「請願」とい う華 々 しい 活動 の 裏に も、こ の ような意志決定過程があ っ た 。 しか し、そ

こ で は、それ らの活動後の 生活へ の イ ンパ ク トが あま り大 きい もの で はない の で 、　「町衆」
一

若

手間 の や りとりがあまり頻繁に、しか もあ まり時間をか けた もの で は なか っ た。 「守る会」の 事

務局長で ある C氏 は 、華 々 し い 活動の 頃の 「町衆」一若手間の や りと りを以 下 の よ うに再現 し

た 。

　（漁協補償金 拒否署名の 意志決定 に 際 して ）あの 時 に もA さん 来て て 「ほ ん な も ん、漁師 は欲 が 深い

で 、そん なもん で きん わ」 っ て 叱 っ た ん で す よ、み ん なを。 だ け ど 「まあええ こ とや で 、や っ て み なわ

か ら ん や ない か 」 っ て 言 っ て 、み ん な は や ろ うっ て 言 っ た もん で 、A さん も、まあ 「本当に や る 気 な ら

や れ」 っ て い うよ うな感 じで
一

応始まっ た ん で すけ ど 。

　こ こ で い え る こ とは、　「町衆」　（こ こ で はA 氏）が い っ た ん若手を叱 りつ つ 再提案 を行い なが

らも彼 らの 意志 を確認す る役回 りを引き受けて い る点で ある 。 それ に対 して 若手か らの 意志が確

認 された後、彼 は、自らの 考えだ けで 会の 意志決定を行お うとはせず、それ らの 活動後の 生活へ

の イ ン パ ク トを鑑みた うえで、若手の 「意志」や 「住民の 総意」 に従 っ た とい える 。 しか し
一

方

の B氏側は 、 こ の ような若手
一

「町衆」の や りとりを 「根回し」 と見做 し、　 「選挙がで きない の

は田舎の しが らみ に縛 られて い るか らだ」ある い は 「選挙に反対する若手はA 氏に操られ て い る

か らだ」 と理 由づ けた 。 本稿で 示 した意志決定 シ ス テ ム は、
一
見する と 「民主的」　「平等」で な

く、　「会員の意志」ある い は 「住民の 総意」 を反映して い な い 「密室で の 根回 し」的な意志決定

と見 られが ちで ある 。 しか し、地 域社会の 側
〔1°） か らすれば、こ の シ ス テ ム （や り方）は、　 「近

接」 を通 じて運動内部 の 意志決定が 地元住民 に対 して 公に され て お り、　「会員 の 意志」や 「住民

の 総 意」をうま く反映 した もの で あ る とい える 。 そ こ に は彼 ら に と っ て の 合理性が ある 。

5．結語

　本稿で は 、地域環境運動の 意志決定をめ ぐる人 々 の 実践 に着目 しつ つ 、地域環境運動 （こ こ で

は、　「守る会」）の 意志決定シ ス テ ム が どの ような もの で ある の かを、X 町の長良川河口堰建設

反対派 の 事例 か ら明 らかに して きた 。 そ の 意志決定シス テ ム の 特徴 は、（1） 「町衆」
一若手の あ

い だで 提案をや りとり しなが ら 、 運動の 成員や
一
般町民 との 近接か ら把握 した 「会員の 意志」や

「住民 の 総意」に 沿うよ うに提案を調整 ・再調整 し、意志決定 を形成 して い る 。 そ して 、（2）こ

の （1）の や りと りの密度 は、こ れ か ら実行 しよ うとす る 活動が成員たち の 地域生活に与えるイ ン

パ ク トの 度合 い によ っ て 決 まっ て くる、とい う二 点で ある。
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　こ れ らの 二 つ の特徴は、運動の成員たちが 意識的に で あれ無意識的に で あれ、具体的な実践 を

通 じて 維持して きた もの で あ る
。 運動 の 成 員 た ち は 、い わ ゆ る 「町衆」 の 役割 と は 会 の 「御意見

番」で あると述べ る に とどまっ て い る ， しか し、筆者か ら見れば、 「町衆」一若手間の や りと り

の なか に は、　「町衆は御意見番で ある」こ と以上 の何かがある ようにお もわ れる 。
つ まりそ こ に

は 、 「町衆」
一

若手間の や りと りの なか に 、 直接民主制 を反映 した意志決定の 場合 とは異な っ

た、その 地域社会に固有の
H
公論形成の 場

「

が見 い だされる の である
“1）

。 こ の
”

公論形成の 場
”

を無視 して 、ある成員が い くら 「よい 提案」を出 した として も、また 、それ を い わ ゆ る 「民主

的」に訴えか けたと して も、その 提案は地域社会 に と っ て 受け入れる こ とが で きない 。
11

公論形

成 のig’「を無視す る こ とは、提案が うまく進 まず 、地元住民か ら陰口 をたたかれ る とい う 「町衆

シ ス テ ム」か ら の 負の サ ン ク シ ョ ン を受け る こ とに な る 。

　よっ て 、　「町衆シ ス テ ム 」は、意志決定の 手続 きと して 地域社会に存在する 。 それは、　「ム ラ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s

の 閉鎖性」　「密室で の 根回 し」と い っ た不条理な もの では な く、 で きるだけ 「成員の 意志」や

「住民の総意」 を反映する地域社会に合理的な意志決定シ ス テ ム で ある c12］
。 筆者は、こ の意志

決定シ ス テ ム そ の もの も一
つ の

鬮「
公 論形成の 場

1

であ り、旧X 町 の よ うな伝統をふ まえた町や都

市に おい て一般的に見 られる の で は ない か と考えて い る。そ して 、こ の よ うな意志決定 シ ス テ ム

を保持 して い たが ゆえに、旧X 町 に住む河 口堰建設反対派の 人 々 は、そ こ に住まな い 人 々 との 相

互作用に よっ て もた らされ る 意志決定の ゆ らぎを修復 し、よ り明確 な地域社会独 自の 意志決定を

遂行 して きた の だとい える。

　こ の 地域社会の 意志決定シ ス テ ム に は、ともすれば、　 「意思決定 を下 した こ との 重み は、集団

の メ ン バ ー
に均等にか けられ 、 そ の 実 、 そ の 誰ひ と りと してそ の 責任を分担 しようと しな い 」

「言葉の不在 （無責任）」　（橋爪 ，
1992 ：31）が ともな っ て い る の か もしれ ない

。 しか し、本稿

で述 べ て きた手続きをへ て 「意志」や 「総意」をふ まえた以上、彼らは、そ の 意志決定以後の 生

活の ゆ くえをみ なで 受けとめ る覚悟 をもつ
、 そして 、 こ の 覚悟 こそが大規模 開発 に対 して 地域社

会が権限をもち ・反対運動を持続させ て い く牙城に なる 可能性をもっ て い る 。 本稿は 、そ の よ う

な覚悟が地域 環境運動に お ける当該地域 で 生活す る人 々 とそ うで ない 人 々 との 相互作用に及んだ

事例で ある 。

注

（1）舷橋晴俊 は、異質 な人 々 の あい だ で 運動組織 を維持する こ との 困難さを指摘する 〔舩橋，1993：224）。

　 また、飯島伸子 は、公害史研究 に お ける 事例研究 を通 じ て 、被害者運動 を支援 す る 外部 の 支援者 や 支 援

　 集団が ある 時点で 主義 ・主張の 相違を理由に支援をや め、　 「い つ の 間に か敵対的な存在 に変 っ て、　 （逆

　 に 被害者）運動 に 多か れ 少 な か れ 損失 を与 え る 」　（飯島，1993 ：163，補 足 筆 者 ） と 述 べ 、こ の よ う な こ と

　 が現代 に も通 じる と議論 した。

（2）本稿で の 「意志 決定シ ス テム 」の 定義 に疑問の 余地が あ る とす れ ば、 「様 々 な提案 を調整す る部分」

　 が、自らの 機能を発 現する 際に 、 「地 域規範」 に 加えなぜ わ ざわ ざ 「シ ス テ ム 外部か らど う見 られ る か」

　 を考慮す る と付け加 え な けれ ば なら ない の か とい う点 で あろ う。 なぜ筆者が こ の ような定義づ けを行っ

　 たの か とい えば、 「調整す る 部分」を担う人々 は、様 々 な意志決定の 提案を調整す る にあ た っ て 、目ま

　 ぐる し く変化す る地域環境運動 をとりま く状 況 に 「地 域規 範」 だ け で は 十分に 対処 しきれ ない の で は な
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　 い か と考える か らで ある 。つ まり、こ の よ うな状況下 で 、彼 らは、基本的に は 「地域規範」 に 方向づ け

　 ら れ な が ら も、シ ス テ ム 外 部 （； 運 動 を担 っ て い な い 人 々 ） の 視点 か ら絶 えず様 々 な提案 を微調整 し て

　い る の で は な い だ ろ うか 。 そ うで あ る な らば、こ の よ うな微調整 を可 能に する た め には、当該地域で 比

　較的長 く住 ん で きた経験 が なけれ ば な らない だ ろ う。

〔3）X 町に は 1988 年 以 前に も河口堰建設 に 反対す る 運動が あ っ た。それ は、長良川流域 の 7漁協 の 連合体が

　中心 とな っ た、漁業を守る ため の 反対運動で あ っ た。現 在反対運動 に かかわ る 人々 は、こ の 漁協 の 運動

　 を 「第
一

次 運 動 」 と 呼 ん で い る cX 町 の 町 民 が 属 す る漁協 も 「第
・
次 運 動 」 に参加 した。こ の 運動 の 主

　な戦 略 は裁 判闘争で あ り、1973年12月に原告2万 6000名に よ る河 口堰建設差 し止 め訴訟を提起す る c しか

　 しその 後、1981年3月に訴訟 は取 り下げ られ、この 運動 は建設推進主 体の 一つ で ある水資源開発公 団 との

　補償金交渉 に 応 じた。こ れ に よ っ て 運動 は衰退 した。

〔4）調査時現在 （］993年）で の 「守る会」の 会員数 は約420名で ある。そ の 内訳 は、世話人6名、実行委員

　15名 （役職 付 きを 含む）、一般 会 員 約400名で あ る。一般 会員 の うち、約 150名が 岐阜県 外 に住む人 々 で

　あ る。

〔5） た だ し、全国規模の デ モ な ど につ い て はR氏がB 氏や 実行委負 た ちに 指示 して い た c

〔6）本稿 に お い て 「運動 の 分裂」を報告す る こ とは 、実際の 河 冂 堰反対運動の 展開に とっ て 何 らか の 支障

　をきたすの で は ない か と思われる かも しれ ない 。だが、そもそ も河 口堰反対運動が必ず しも
一
枚岩で あ

　 る 必 然 性 は な い 。立 場 は 違 え ど あ らゆ る と こ ろ か ら 「河 冂堰反 対 」 を訴 え た り ・実 践 すれ ば そ れ で よ い

　はずで ある。事実、本稿 で い う選挙賛成派も反対派もそ れ ぞ れ が 反対運動 そ の もの を放棄 したわけで は

　 な く、現在 で も独自の 運動 を展開 して い る 。

　　 た だ、当初の X 町 で の 河 口 堰建設反対運動 は、R氏 〔や R 氏 に 協力す る B氏）に よ る マ ス メ デ ィ ア の 動

　員 に よ っ て 活発化 して い た。また一
方の R氏側 も、地元の 運動 と と もに 活動する こ とに よっ て 、X 町町民

　か ら 「よ そ者」 とい う レ ッ テ ル を貼 ら れ ず に す ん だ の も確 か で あ る。こ の よ うに、地元の 運動 とR 氏側

　 との ダイナ ミ ッ ク な相互 作用が あ っ た か ら こ そ、X 町で の 河 口堰建設反対運動 は 、全国の 運動 に影響を

　及 ぼ した に ほ か な らな い 、、だ とす れ ば 、も し河 口 堰反 対運 動 を担 う人 々 が今後こ の よ うな ダイ ナ ミ ッ ク

　な相互 作用 を取 り戻 そ うする な らば、こ の 「分 裂」を記述 ・分 析 して い く必 要が ある と筆者は考えて い

　 る 。

（7） 旧X 町の 人 々 は、町に お い て 顔が よ く知 られ て お り、趣味 ・仕事 な どの 分野 で 長年 に わ た っ て 優 れ た才

　能を発揮 して きた 年配者 の こ とを 「町衆」　「長老」　「顔役」な ど と呼ぶ （足立，1995b：82）。こ の よ う

　な年配者は、今 まで の 経験 と実績 か ら、住民が 主体 と な っ た 様々 な文 化活動 や ま ちづ く り活 動 な ど で 「相

　談 役」　「顧 問」　「世 話 人 」 に 推 され、就 任す る こ とが多い 。

　　で は 「町衆」 た ちは、旧 X 町 にお い て どの よ うな役割 を果た して きた の か 。 彼 らは 、町 にお い て 生 活

　す る う えで 必 要で は あ るが な か な か 行政 の 手が 行き届か ない 点 （例 えば、用水路 の 浄化 と い っ た ア メ ニ

　テ ィ 活動） を 自分 た ちで 資金やア イデ ィ ア を出 し合うとい うま ちづ くり運動 に力 を注い で きた 。 確 か に

　彼 ら が 組織 した ま ちづ くり運動 （1976 年設立 ）は、当時の X 町議会か ら 「第二 の 町政」と敵視 され た 。

　 しか し、彼 らは、あ くまで もX 町 をよ りよ くす る ため に政治的争点や イデ オロ ギ
ー

を
一

切持ち込まない

　こ と を会則 に掲 げ ・
実績 をあ げ て い る 。

こ れ に よ っ て町行政 も彼 らの 提案を受け入 れ る よ うに な っ て い っ

　た 。 A氏 は こ の 運動 で も 「顧問」 とい う肩書きで 参加 して い る 。

（8）民俗学者は、寄合の 研究を通 じて 木稿で い う意志決定 シス テ ム の 存在 を指摘 して きた 〔宮本，1984：12−

　19；福 田，1997 ：109−ll〔〕；関 沢．1991 ：104 −105）。特 に、福 田 ア ジ オ （1997） は、地 域 杜 会の 編 成 原 理 を個

　人 の 側か ら捉え返すなかで、こ の ような意志決定の あ り方から 「衆」 とい う
一

つ の 地域社会運営の 伝統

　 を指摘す る 。

　　一
方、都市社会学 ・都市人類学的研究に も同様の 報告が あ る。例えば、松平誠 は、秩父本町の 付祭を
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　運 営す る祭礼組織 の なか に 「元 老」 とい う集団 を見 い だ した （松平，1990：141−142）。 「元 老」集団は 、

　本稿で い う 「町衆」 の 役割 と極 め て 類似 して い る。中村孚美 も、川 越祭りの 運営 にお い て、町 内の 長老

　格の 人 と青壮年層 との 寄合 に よっ て 事が 決 まる こ とを記述 した （中村
．
，1972：358−362） 。 また、 「町衆」

　とい う存在は ない が 、大阪上 六 地区 の ま ちづ くりを扱 っ た 越智昇 も、その 地区の 意志決定過程が 役員幹

　部の 寄合 だ けで 決 め られ て 下 達 され る の で は なく、自由な寄合 を通 じて 幹部た ちに フ ィ
ードバ ッ ク され

　る柔 か い パ ターン を報告して お り （越 智，1980 ：308）、興味深い 。

　　そ の 他 に も、こ の よ うな物事の 決 め方が 日本社会独 自の もの で あり、そ れ を西欧 社会 （市民 杜会）と

　比較 した研究 に は栗 田 （1991）、橋爪 （1992）、中村牧子 （1994） らの 研究が あ る 。

（9）こ こ で 「町衆 シ ス テ ム 」とい うタ
ー

ム を使 う場合、問 題 に な る の は 、　「町衆 シ ス テ ム は い つ 頃か ら発

　生 した の か」 「町衆 シ ス テ ム は 以前 の もの と同
t一
なの か」 とい っ た 歴史的連続性を強調 した問 い で あろ

　う。こ れ につ い て 筆者 は 旧X 町 の 住民 に 聞き取 りを行 っ た が 、当然の こ となが ら 「昔か ら あ っ た 」 とか

　 「昔の 人 は 偉か っ た」とい う答え しか 返っ て こ ない 。例えばA 氏 に よ れ ば、彼 の 若 い 頃か ら 自治会に 「町

　衆」 の よ うな存在 が い て、意志決定 す る と きに は必ず お伺 い をた て るの を 「身体 で 覚 えた 」 とい う。

　　 しか し本稿 で は、　「町衆 シ ス テ ム 」 の 正 確 な 歴 史的年代 の 位置づ け に 関心 は な く、こ の 町 の 住民が あ

　 る人物 を 「町衆」 と呼 ん だ うえで 「町衆 シ ス テ ム 」 を利用しなが ら意志決定を遂行す る とい う現在 の リ

　ア リテ ィ の 方を重視す る 。 なぜ な ら、わ れ わ れ は 、住民た ちの こ の リア リ テ ィ の なか に 運動を担う彼 ら

　独 自の 主 体性 と創 造性 を見 る こ とが で きる か らで ある。そ の よ うに 眺 め る な ら ば、 「町 衆 シ ス テ ム 」 は

　 「第一
次運動」衰退の 後 に 「守 る 会」結成 を き っ か けに再創造 され たの で は な い か とお もわ れ る 。

　　とい うの も、 「第
一
次運動」当時 の 漁協 の 組合長で 、X 町 を選挙母体 に す る 県会議員で もあ っ た 「第

　
一

次運動」 の リ
ー

ダ
ーは、X 町を含む漁協組合員 た ちに対 して 、運動 に つ い て は 漁協幹部の 決定 に

一
任

　す る よ うに と 白紙 委任状 の 提 出 を求 め た とい う。漁協組含員た ちは 彼 ら を信 じて い たの で、こ れ を提出

　 した。しか しそ の 後、突如 として漁協幹部たちは訴訟を取 り下 げ、補償金交渉が ス タ
ー

トし、組合員 の

　あい だ に苦 い 思 い だ け が残っ た と旧X 町 の住民 は認識 して い る。

　　つ ま り、運動 リ
ーダー

層 の 独断的な 決定 を 防 ぐた め に 「町 衆 シ ス テ ム 」が つ くられ た の で は な い か と

　選挙反対派の 成員た ちは 認識す る 。 そ うで あ る な らば、旧X 町 の 住民 は、経験 に 裏打 ち され た生 活 の 知

　恵 に 基づ い て 「町衆 シ ス テ ム 」 を つ くりあ げ た とい え る 。

（10）先 に 紹介 した 旧X 町の まちづ くり運動 を中心的 に担 っ て い る役員 た ち 〔お よそ40−50歳代〉ぱ、 「顧問

　は コ ーモ ン （来な い 者）だか ら」な どと皮肉を言い つ つ も、何か を決定す る と きに は 彼 らに 「お伺 い を

　た て ない と後が う る さ い 」 と述 べ 、お伺 い をた て る こ と を忘れ ない 。こ こ に も 「町衆 シ ス テ ム 」が 見 ら

　 れ るの で ある 。

（11）
F「
公論形成 の 場

”
とい う用 語 は、舩橋 （1995：17） か ら借用 した。

（12） だ が、 「町衆 シ ス テ ム 」 の 合理性 は、当該地 域 に 住 まな い 人 々 や 直接民 主 制 を 強 く志向す る 人 々 に

　 とっ て 納得 い くもの で は ない の かもしれない 。 こ の 合理性をめ ぐっ て 当該地域 に住 む 人々 とそうで ない

　 人 々 と の あ い だ で 認 識 の ズ レ を うみ だ す可 能性は 十分 に あ る。そ うで あ る な ら ば、本 稿 の 冒頭 で 述 べ た

　 よ うな地 元 ／ 非地元 とい っ た生活 の 論 理 を異 にす る人々 が 協調 して 環境運動を担 っ て い かなけれ ばな ら

　 な い 運 動 の 状 況 に と っ て、こ の 合 理性 は
”
マ イナ ス

”
の 影響 を及 ぼ す 可 能 性 が あ る か も しれ な い 。

　　た だ、だか ら とい っ て 、本稿 で指摘 した ような 地 域 の 意志 決定 シ ス テ ムが 常 に環境連 動全 般 を分断す

　 る原因だ と同定す る の は差 し控 え るべ きだ ろ う。 とい うの も、地域の 意志決定 シ ス テ ム が 環境運動全般

　 に どの よ うな影響 を 与え る か に つ い て は、個 々 の 事例 を詳細 に見て い く必要が ある と筆者 は 考える か ら

　だ。
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   DECISION-MAKING  IN LOCAL  ENVIRONMENTAL

MOVEMENTS  AND  CONSENSUS  AMONG  COMMUNITY

     PEOPLE:  A  CASE  STUDY  OF  THE  MOVEMENT

   AGAINST  THE  CONSTRUCTION  OF  THE  NAGARA

RIVER  ESTUARY  DAM  IN X  TOWN,  GIFU  PREFECTURE

ADACHI  Shigekazu

            Faculty of  Education

     AICHI  UNIVERSITY  OF  EDUCATION

1 Hirosawa, Igaya-cho, Kariya, Aichi, 448-8542, JAPAN

    Recently, many  kinds of  people interested in natural  preservation are  involved

in environmental  movements  in many  places due to heightened environmental  concems.

Often in such  movements,  local community  people cooperate  with  peopie from outside

the community.  But in such  cases,  decisions by community  residents  are often  fragile.

     In this paper, I examine  a case  in which  community  residents  solidified  their

decision-making process. The case  is a  movement  against  construction  of  the Nagara

River Estuary Dam,  in X  town, Gifu Prefecture. The  paper clarifies the decision-making

system  adopted  by the community  residents.  Their decision-making system  was  based

on  interactions between the dominant elders  (machi-shu) and  the younger residents.

These two  

'groups
 proposed and  re-proposed  ideas to each  other, repeatedly  referencing

to 
"consensus

 among  community  people.7' Density of  interaction between the two  groups

was  determined by the infiuence on  their ordinary  lives. I call this type  of  decision-

making  system  
"the

 system  of  the elders  (machi-shu)." This type  of  decision-making,

I argue,  reflects  the 
"vernacular

 rationality"  of  the local community,  which  differs

from the  direct-democratic decision-malcing system  usually  said  to characterize  modem

environmental  movements,

Keyrvords andphrases:  decision-makings, the system  ofimchi-shu,consensus
    among  communiry  people, vemacutar  rationality
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